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要　旨
地球上の多彩な生物の形の多様性が生じる仕組みを，「発生」，「進化」，「環境」という 3つの異な
る観点から総合的に理解しようとするのが「生態進化発生学（エコ -エボ - デボ）」である。総合学
術研究所生態進化発生学研究センターは，生物のゲノムやトランスクリプトームなどのオミックス情
報を統合的に解析することで，生物の形の多様性が生じる仕組みを理解することを目的として，平成








































































としては，illumina 社の NextSeq500 システム，次世代シークエンサー用のライブラリ自動作成装置




本プロジェクトでは，次世代シークエンサーとして illumina 社の NextSeq500 システムを導入した。
NextSeq500 システム全ゲノム解析，エクソーム解析およびトランスクリプトーム解析が可能な唯一
のデスクトップ型次世代シークエンサーであり，機器の操作も専用のオペレーター人員を必要としな
い最先端の機器である。最大で 4億リード，300 bp のシークエンスが可能であり，1回のランで 120 












（3）解析サーバ TAKERU for Sequencer V
次世代シークエンサーから出されるデータは膨大であり，そのデータ解析はいわゆるパーソナルコ
ンピューターでは不可能で，解析サーバを設置することが必要となる。本センターでは，解析サーバ
























態を変化させる R. aquatica を研究対象とし，統合オミックス解析により表現型可塑性のメカニズム
を解明することを目的として研究を進めている。
R. aquatica には，環境に応答して葉形が大きく変化するA株と，ほとんど変化しない J株という 2
つの地域集団が存在する。この表現型可塑性の程度の差に着目し，A株と J株のオミックス情報を比
較することで表現型可塑性の詳細なメカニズムの解明につなげる。また，R. aquatica が属するイヌガ












Nakayama et al, The Plant Cell （2014）を改変
図 2. Rorippa aquatica にみられる葉の形態の表現型可塑性
（A）水中で育てた個体。（B）気中で育てた個体。（C）20℃もしくは 25℃で一ヶ月間育てた個体。図は植物体を
上から見たもの。（D）Cの個体の葉をそれぞれ一枚ずつ発生順（葉位順）に並べたもの。右側がより若い葉。

















25, 30 ℃）および光強度（60, 120 μmol m-2 s-1）で A株と J株を生育させ，発生初期の葉原基を含む
茎頂をサンプリングしてRNA-seq 解析を行った。得られたリードはトランスクリプトーム参照配列
にマッピングし，網羅的な遺伝子発現解析を行った。

























本年度は，R. aquatica のゲノム解析を開始した。R. aquatica には，表現型可塑性の程度が著しく異
なる 2つの地域系統（A株および J株）が存在する。そこで，A株および J株のゲノム配列を，イル
ミナ社の次世代シークエンサーであるMiSeq およびNextSeq500 で解析した。また，1分子リアルタ
イムDNAシークエンサーであるPacBio でも解析中である。これまで得られたデータでK-mer 頻度
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解明に向けたRILの整備 . 日本育種学会第 129 回講演会，横浜市，2016.3.21-22.
33.  桶川友季，本橋健 : Chloroplastic m-type thioredoxins as major regulators of Calvin cycle during 
photosynthesis. 第 57 回日本植物生理学会年会 , 盛岡市 , 2016.3.18-20
34.  本橋健，桶川友季 : A simple and efficient seamless DNA cloning method using cell lysates from laboratory 
Escherichia coli strains and its application to SLiP site-directed mutagenesis. 第 57回日本植物生理学会年会 , 
盛岡市 , 2016.3.18-20
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35.  桶川友季，本橋健 : シロイヌナズナm型チオレドキシンはカルビンサイクル酵素の主たるレドックス制御因
子として機能する . 第 38 回日本分子生物学会年会および第 88 回日本生化学会大会 合同大会 , 神戸市 , 
2015.12.1-4
36.  本橋健，桶川友季 : 大腸菌粗抽出液を用いた簡便かつ高効率な Seamless DNA cloning 法 . 第 38 回日本分子
生物学会年会および第 88 回日本生化学会大会 合同大会 , 神戸市 , 2015.12.1-4
37.  桶川友季，本橋健 : シロイヌナズナのm型チオレドキシンの欠損はカルビンサイクルの酵素の活性化に影響
を与える . 第 6 回日本光合成学会年会 , 岡山市 , 2015.5.22-23
38.  本橋健 : 大腸菌抽出液を用いた簡便かつ高効率なSeamless DNA cloning 法 . 第 6 回日本光合成学会年会 , 岡
山市 , 2015.5.22-23
（4）その他特筆すべき成果
1.  Best paper award “Aki Kosugi, Chiaki Nishizawa, Akira Kawabe, Emiko Harada，Heavy metal accumulation 
and vegetation ecology in allotetraploid Arabidopsis kamchatica subsp. kawasakiana，The Vth International 




（A）NextSeq500 システム ,  （B）NeoPrep システム , （C）解析サーバ TAKERU for Sequencer V
図 2. Rorippa aquatica にみられる葉の形態の表現型可塑性
（A）水中で育てた個体。（B）気中で育てた個体。（C）20℃もしくは 25℃で一ヶ月間育てた個体。図
は植物体を上から見たもの。（D）Cの個体の葉をそれぞれ一枚ずつ発生順（葉位順）に並べたもの。
右側がより若い葉。Bar は全て 2 cm。
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Abstract
Center for Ecological Evolutionary Developmental Biology is established as one of the research 
center in Institute of Comprehensive Academic Research in 2015. The center is supported by Grants-
in-Aid from MEXT-Supported Program for the Strategic Research Foundation at Private 
Universities. The center’s research efforts focus on several areas to understand the relationship 
between plant and environment and its evolutionary background. Especially we study the mechanism 
of phenotypic plasticity on leaf shape of North American Lake Cress, Rorippa aquatica by Omics 
approaches. Here we report the progress of our research in 2015. 
Keywords : Ecological Evolutionary Developmental Biology, Next-generation sequencing, Omics, 
Phenotypic plasticity, Rorippa aquatica
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